
　

三
木
市
で
は
、平
成
27
年
度
に
前
総

合
計
画
に
代
わ
る
市
の
最
上
位
計
画
と

し
て
、令
和
元
年
ま
で
の
5
年
間
を
計

画
期
間
と
し
た「
三
木
市
創
生
計
画　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」を
策
定
。

若
者
や
子
育
て
世
帯
の
働
く
場
、子
育

て
し
や
す
い
環
境
な
ど
を
整
備
す
る
こ

と
で
、結
婚
や
出
産
を
促
進
し
、人
口

減
少
の
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に
し
つ
つ
、

世
代
間
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、転
入
者
数
が
県
内
、県

外
か
ら
と
も
に
増
加
し
、国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
平
成
27
年
、

30
年
に
公
表
し
た
、人
口
推
計
の
数
値

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
の「
第
2
期
三

木
市
創
生
計
画　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
」に
お
い
て
は
、同
時
施
行
さ

れ
た「
三
木
市
総
合
計
画
」と
の
関
係
か

ら
、人
口
減
少
対
策
に
特
化
し
た
個
別

計
画
と
し
て
位
置
づ
け
を
見
直
す
と
と

も
に
、第
1
期
の
政
策
に
新
た
な
視
点

を
加
え
な
が
ら
、今
後
5
か
年
の
目
標

や
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

新
た
な
計
画
で
は
、第
１
期
の
検
証

結
果
を
受
け
、引
き
続
き
働
く
環
境
整

備
や
子
育
て
支
援
、教
育
、移
住
支
援

を
力
強
く
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、健
康
寿
命
の
延
伸
や
関
係

人
口
※
4
を
増
や
す
取
組
、誰
も
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
新
た
に
推

進
す
る
こ
と
で
、本
市
の
総
合
力
を
高

め
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
つ
つ
、

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
構

築
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、第
1
期
三
木
市

創
生
計
画
と
同
様
に
、兵
庫
県
地
域
創

生
戦
略
の
目
標
と
同
水
準
で
あ
る
将
来

推
計
か
ら
25
％
増
の
人
口
維
持

（
２
０
６
０
年
時
点
で
人
口
５
万
人
）を

め
ざ
し
ま
す
。

計
画
の
目
標
と
基
本
方
針

●
目
標

　

誇
り
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
三
木

●
基
本
方
針

①  

本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※
5
の
視
点
を
取

り
入
れ
、地
域
資
源
や
民
間
活
力
、

関
係
人
口
※
4
を
活
か
し
、
重
点

的
、戦
略
的
に
人
口
減
少
対
策
に

特
化
し
た
施
策
を
展
開
す
る
。

②  

第
2
期
三
木
市
創
生
計
画
は
、

２
０
２
０（
令
和
２
）年
度
か
ら

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
ま
で
の

５
年
計
画
と
し
、社
会
増
減
の
均

衡
と
同
時
に
人
口
の
自
然
増
を
促

す
施
策
を
実
施
す
る
。

施
策
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

人
口
減
少
対
策
に
向
け
、
施
策
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
、そ
れ
に
基

づ
い
た
施
策
、事
業
を
複
合
的
に
推
進

し
ま
す
。

総
合
戦
略
の
5
つ
の
柱

　

本
計
画
で
は
、次
の
5
つ
の
政
策
の

柱
を
設
定
し
、総
合
戦
略
を
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

総
合
的
な
重
要
目
標

　

第
2
期
創
生
計
画
で
は
、第
1
期
創

生
計
画
に
引
き
続
き
、次
の
4
つ
を
重

要
成
果
指
標
に
定
め
ま
す
。

問（市）縁結び課　地方創生係

第2期三木市創生計画
を策定しました。

将来推計25%増の人口維持をめざします
　　　　　　　　　　（2060年時点で5万人）

　「第2期三木市創生計画」の
全文は、市ホームページから
ご覧いただけます。

※4　関係人口

市内の高齢者

関係人口※4

市内の若者世代

市内外の子育て世帯

※5　ＳＤＧｓ【えすでぃーじーず】

地域に住んでいる「定住人口」でもなく、
観光に来た「交流人口」でもない、地域と
多様に関わる地域外の人々をさす言葉
です。

三木市人口（兵庫県推計値）と
社人研推計との比較

2020年人口

三木市人口※1 74,959人

社人研
推計※2

平成27年推計 74,424人

平成30年推計 73,241人

「Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）」の略称であり、2015年
9月の国連サミットで採択された国際社
会共通の目標。2030年を期限として掲
げた17の目標で構成されています。

１ 

安
心
し
て
働
く
環
境
を
創
る

　

〇
ゴ
ル
フ
を
核
と
し
た
ま
ち
の
活
性
化

　

〇
既
存
産
業
振
興

　

〇
新
規
企
業
誘
致

　

〇
起
業
支
援
お
よ
び
事
業
承
継

３ 

協
働
の
ま
ち
を
創
る

　

〇「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想

　

〇
健
康
寿
命

５ 

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を
創
る

　

〇
外
国
人
住
民
と
の
共
生
社
会

　

〇
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

２ 

未
来
へ
続
く
希
望
を
創
る

　

〇
未
婚
・
晩
婚
化
対
策

　

〇
子
育
て
支
援

　

〇
教
育

　

〇
移
住
支
援

　

〇
情
報
発
信

４ 

持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
る

　

〇
都
市
政
策

　

〇
環
境
政
策

　

〇
公
共
交
通

　

〇
連
携
お
よ
び
業
務
改
革

　

〇
関
係
人
口

　

〇
観
光

成果指標 実績値 2025年3月末
数値目標

2030年3月末
数値目標

定住人口
（国勢調査）

77,178人
（2015年時点） 71,900人 67,500人

若年世代（20・30歳代）
の社会増減率

▲1.5%
（2014年時点） ▲1.0% ±0

若年世代（20・30歳代）
の未婚率

20代　男84.1%
　　　　女78.0%
30代　男43.3%

　　　　女32.4%
（2014年時点）

20代　男81.0%
　　　　女73.0%
30代　男37.5%

　　　　女27.5%

20代　男80.0%
　　　　女70.0%
30代　男35.0%

　　　　女25.0%

合計特殊出生率 1.14（2010年時点） 1.58 1.67

※1　兵庫県推計人口（2020年3月1日時点）
※2　  国立社会保障・人口問題研究所 

「人口推計」
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